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 この Discussion Paper は、所内での検討に用いるとともに、関係の方々からのご意見を
いただくことを目的として作成したものである。 
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3 代表的な研究事例として、1970 年代の後半にB. Latourらは、分子生物学の研究拠点として名高い米国
のソーク研究所にてフィールドワークを行い、これがラボラトリーの科学活動に対する民族誌的研究の嚆
矢となった（Latour, B. and Woolgar, S., 1986）。他にも、「オンコジーンのバンドワゴン現象」というキ
ーワードから、発ガン遺伝子研究のラボラトリーでエスノグラフィックな研究を行い、科学的実践の多様
性と不確実性を分厚く記述したJ.Fujimuraの研究（Fujimura, J.H., 1996） や、高エネルギー物理学（と
分子生物学）という、科学技術の中でも特徴的な「epistemic culture」をもつ分野のラボラトリーを調査
して、科学が知識を生み出すプロセスを記述したKnorr Cetinaの研究（Knorr Cetina, K., 1999） などを、
重要な先行研究として挙げることができる。 
4 この例としては、歴史民族誌的研究手法を導入し、1986 年のスペースシャトル・チャレンジャー号の事
故の要因が、米国NASAの組織文化にあることを論じたD. Vaughanを挙げることができる（Vaughan, D., 
1996）。またいまひとつ注目すべき先行研究として、J. Hollingsworthの研究組織とメジャーな発明発見に
関する検討（Hollingsworth, J.R., 2006）、 がある。 






























る種のナヴィゲーションのような過程と考えて命名されたものである。Hutchins, E., 1995, Cognition in the Wild, 
Massachusetts: MIT Press.  
また、Hutchinsのナヴィゲーション過程研究と比較的近い問題意識から、組織の意思決定過程を研究する例と
して、いわゆるバークレーチームの高信頼性組織研究がある。高信頼性組織研究の嚆矢となった論文としては 
Laporte, T. and Consolini, P.M., 1991, “Working in Practice but not in Theory: Theoretical Challenges 
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9系譜学的検討以外の目的でインタビューした長田研究室メンバー氏名については、ここでは割愛した。 
 4 
生方 信 北海道大学教授（薬学研究科） 2007 年 11 月 26 日 
掛谷 秀昭 京都大学教授（薬学研究科）  同  12 月 12 日 
斉藤 臣雄 長田抗生物質研究室 先任研究員 2008 年 ３月 25 日 
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一宮 治美  同       協力技術員  同  ６月 11 日 

























                                                  
10 理化学研究所の歴史的経緯については、①理化学研究所、『理研精神八十八年』、2005 年、②理化学研
究所、『理化学研究所 六十年の記録』、1980 年、③自然、「特集・理化学研究所 60 年の歩み」、自然、1978
年 12 月号増刊、④理化学研究所、『理研 50 年』、1967 年など数多くの歴史資料が出版されている。本研究
の系譜学的検討もこれ他の資料、および理研OB通信資料などに依るところが大きい。 
11 宮田新平, 『科学者たちの自由な楽園』文藝春秋,1983 年. 














































































                                                  
































1917 年、理化学研究所の発足に際して、主任研究員を委嘱されたのは 43 歳の時であり、
その後も日本農芸化学会初代会長や東京帝国大学農学部長、大陸科学院長などを歴任した、
                                                  



































                                                  
16 脚気という病気の研究に対して、農芸化学者が口を出すことに医学者が強硬に反発した、という。宮田








































                                                  














 籔田貞治郎は、1988 年（明治 21 年）滋賀県で生まれ、第三高等学校を経て 1911 年（明
治 44 年）に東京帝国大学農科大学農芸化学科を卒業して大学院に進学した。師の鈴木梅太
郎と同じく首席総代の成績で、明治天皇から恩賜の銀時計を授与されている。 
 大学院では「麹酸の構造に関する研究」に従事し、1917 年（大正 6 年）に農学博士号を
授与された。1921 年（大正 10 年）には東京帝国大学農科大学助教授に任命され、翌年よ
り２年間、農芸化学研究のため英国エジンバラ大学に留学している。帰国後は農科大学の
教授に就任し、1926 年（大正 15 年）からは理化学研究所研究員を兼任する。そして前述
の通り、1944 年（昭和 19 年）に理研の主任研究員となり、翌 45 年には日本農芸化学会会
長に就任した。戦後の 1947 年（昭和 22 年）には、理研の初代ペニシリン製造部長を兼務
する。 








                                                  
23 合成酒の研究は、主任研究員をおかない醗酵研究室にて進められていたが、鈴木（梅）の死後は鈴木文
助研究室に吸収され、さらに 1947 年の鈴木文助主任研究員の辞任に伴い、籔田研究室に移管された。『自



















籔田は 1935 年（昭和 10 年）に、馬鹿苗病菌Gibberella fujikuroiの培養液から病原とな
る代謝物を単離することに成功し、この生理活性物質を菌の名にちなんでジベレリンと名
付けた26。 
1938 年（昭和 13 年）には、籔田と、その弟弟子である住木諭介（東京帝国大学農科大
学農芸化学科出身で、当時農科大学の助教授であった）がジベレリンの結晶化に成功した27。 
                                                  
24 台湾は高温多湿であるため、特に馬鹿苗病の被害が多かった。 
25 加藤 1987 年、pp191-193. 









 抗生物質の第１号ペニシリンは、1928 年 A.フレミングにより発見された。実験用培養皿














阻害する物質」は、1942 年に米国の S.A.ワクスマンにより antibiotics と呼ぶことが提唱さ















28 磯野清、「抗生物質と生命科学～細胞の働きを探る針」、『化学と教育』40 巻第２号、1992 年、pp101-105.












リン生産量は、1949 年、1950 年と 2 年続けて全国第 1 位となった。また、ペニシリンの








 また、第一次科研の仁科所長が 1951 年 1 月に死去し、GHQ にも顔の利く優れたリーダ
ーを失った第一次科研の経営状況は、破綻寸前といわれるまでに厳しくなった。このため、
科研の研究部門と生産部門を分離する再建策が打ち出され、1952 年 8 月 4 日、研究部門は
第二次「科学研究所」として再発足した。同 8 月 1 日、科研の生産部門は科研化学株式会
社として分離独立した。前述のように籔田は科研での研究室を住木諭介および池田博（生









                                                                                                                                                  
29 科研時代のエピソード（特に財政難や人員整理）については、『自然増刊 特集：理化学研究所 60 年の
あゆみ』、1978 年、pp153-165. 




































                                                  


























































1953 年（昭和 28 年）から、現在までの研究室史を概観する。 
1953 年から 2008 年現在までに抗生物質研究室の主任研究員を歴任したのは、住木諭介


















































                                                  
35 『理化学研究所六十年の記録』pp175～177． 
36 理化学研究所抗生物質研究室、『磯野清主任研究員および協力者研究業績集』1992 年 4 月，PP1～3.（非
売品） 
















なお、この抗がん性抗生物質研究に対して、米国National Institute of Healthから３年間、 
総額５万ドルの研究費が交付された。1960 年（昭和 35 年）から開始されたこの研究費交
付によって、住木研究室では漸く新しい実験機器を整えることができたばかりでなく、ス
クリーニングのための研究者を１名増員43することができた。 
 この間、抗生物質関係の研究のために、毎年 2,000 株余の放線菌を日本全国で採集され
た土壌から分離し、培養して有効活性物質のスクリーニングを行っていた44。 



















44 in vitro（試験管内）で有効な活性物質が見つかった場合、続いてin vivo（生体内）での活性の確認、す
なわち動物実験が行われる。 
































                                                  
47 里見朝正、「農薬研究 40 年の歩み」、日本農薬学会誌 10,1985. pp363～376.による。里見は東京帝大農
学部籔田・住木研究室の出身で、農技研を経て理研に移り、農薬第４研究室（後の微生物薬理研究室）を










































                                                  
51 住木は 1974 年に没した。住木の先輩であり、長く研究を共にした籔田貞治郎はその死を悼み、次のよ
うな一首を詠んでいる。「わが葬儀委員長をば引き受けし 君がみたまにわれが額ずく」（加藤 1987.p204.） 
52 梅澤浜夫が 1957 年に自ら発見した、抗生物質カナマイシン（ストレプトマイシン耐性結核菌に防除効


















54 理化学研究所理事であった吉良爽による特別講演会記録、「理化学研究所の研究体制」、平成 10 年 2 月
25 日、郵政省通信総合研究所。また 2007 年 8 月 8 日の長田主任研究員に対するインタビュー調査による。 






































                                                  
56 通称５人委員会、主任研究員会議が物理、化学、生物、工学の４分野から５名の委員を委嘱する。 
57 残念ながら、本件について当時の「主任研究員会議決定事項集」を確認することができない。 







 鈴木研が発足した翌年の 1963 年の理化学研究所報告から、各研究プロジェクトに担当研
究者の名前が記載されている。これによると、’63 年の鈴木研究室の研究者は 8 名、翌’64






















                                                  
59 1970 年には当時の副主任研究員だった安斎謙太郎が農薬合成第２研究室のプロジェクトに参画するな
ど、農薬系部門との研究交流は盛んに行われていた。 




















の中に大きな足跡を刻んだのが、1964 年（昭和 39 年）のポリオキシンの発見である。こ
のポリオキシン発見に際しては、大きな発見につきものの面白いエピソードが付随してい













 鈴木研究室では 1967 年にポリオキシンAおよびBの製造方法に関する特許が認められて
                                                  
62 『理化学研究所 六十年の記録』p195. 
63 1963 年（昭和 38 年）刊の理研研究年報の抗生物質研究室報告P48.には、農薬用抗生物質の項目として、
「東大応微研６研および農研農薬科との共同研究でイモチ病菌およびシラハガレ病菌に有効な物質を単作
中であるが、一方、20-60 号物質が稲のモンガレ病に温室試験の結果、低濃度で有効なことがわかった。」








































                                                  
67 なお、ポリオキシンの特許は理研に大きな余剰金をもたらした。5,000 万円といわれる余剰金は、その
後理研の新たなレーザー研究部門立ち上げの際の基盤となった。『理研精神八十八年』。 



























































                                                  


















































が 1,000 分の 1 になったんですね。私が最初に使った初期モデルは、ほとんど使い物にな
らなかったのが、その 5 年後には、これがなきゃ私たちの生成の仕事はできませんという
くらい、それくらいいいものに替わったんです。 
（浦本氏インタビュー2007 年 10 月） 
 

















は研究者 15 名前後、全体で 20 名前後の研究室規模だった74。結局磯野は、主任研究員就
任後５年間、新規採用者（即ち子飼いの弟子）がないままでの研究室運営を余儀なくされ
た。 













題をみると、1978 年から 1982 年までは、既存の研究課題を集めて、何とかひとつの方向
性を出そうとしてきた腐心の跡が伺える（巻末資料１参照）。 
























































































































































                                                  
79 『磯野清主任研究員および協力者研究業績集』p182. 






































（長田主任研究員インタビュー2007 年 8 月） 














で密接な関係があった東大応用微生物研究所が、1993 年（平成 5 年）に分子細胞生物学研
究所として改組され、研究のウェイトもゲノムサイエンスへと大きくシフトした。厚生省











 長田が抗生物質研究室の第四代の主任研究員になった 1992 年当時、抗生物質研究室プロ
パーの研究員および技師は長田を含めて４名（翌’93 年に１名増えて５名となる）、これに
様々な visiting members が 3 名、大学院生が 4 名という構成であった。 
 抗生物質研究室は、その後しばらく事務系職員を含めて 20 名程度の人員構成で運営され




 2008 年現在では、長田研究室の所属者は 60 名に達している（この大幅な拡大は、ひと





























































タビュー（2007 年 11 月）によっている。 

































                                                  
91 特許の帰属問題などがネックとなる。 



















































                                                  
98 米国ではNIH-NCIが大型の化合物バンクを整備している。 
99 なお、日本最大級のケミカル・バンク（10 万の化合物を収蔵）は、現在東大大学院薬学系研究科を中

























                                                  
101 Fujimura, J.H., 1996, Crafting Science: a Socio-history of the Quest for the Genetics of Cancer. 
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年度 研究室名 主任研究員 研究課題中分類 研究課題小分類 課題担当者 
昭和 35
年 
抗生物質研究室 住木諭介 1.抗生物質関係研究     
      2.放射線生物学研究 2-1.放射線障害の保護物質   
        2-2.放射線照射による食品の保存と熟成   
        2-3.ガンマ線照射による菌株改良   
昭和 36
年 
抗生物質研究室 住木諭介 1.抗生物質関係の研究     
      
2.放射線生物学関係の研究（酵素化学研
究室と共同研究を含む） 
    
昭和 37
年 
抗生物質研究室 住木諭介 1.抗生物質関係の研究 
1-1.抗がん性抗生物質（米 ＮＩＨより 3 年間 5 万
ドル） 
  
        1-2.抗結核性抗生物質   
        1-3.農薬用抗生物質   
      
2.放射線生物学関係の研究（酵素化学研
究室と共同研究） 
2-1.放射線の生物致死効果   
        2-2.照射による食品の保存と熟成   
        2-3.放射線による微生物の不活性化   
昭和 38
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.放線菌の分離およびその菌学的研究   永津 
      2.新抗生物質の抽出、精製研究 2-1.抗結核性抗生物質 磯野、五十嵐 
        2-2.抗ガン性抗生物質   
        2-3.農業用抗生物質   
      3.セルビカルシンの化学構造研究   丸茂、佐々木 
      4.プリモカルシンの作用機作の研究   中村 




抗生物質研究室 鈴木三郎 1.放線菌の分離とその菌学的研究   永津 
      2.新抗生物質の抽出、精製研究 2-1.農業用抗生物質 polioxinA,B,C の分離 磯野、安斎、五十嵐 
        2-2.抗結核性抗生物質   
        2-3.抗ガン性抗生物質   
      3.化学構造研究   丸茂、佐々木、大熊 
      4.作用機作の研究   中村 
      5.抗ガン性物質のスクリーニング法   川島、水谷、富山 
昭和 40
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の分離 1-1.農業用抗生物質 polioxinD,E 分離精製 磯野、旭、大熊 
        1-2.抗結核性抗生物質   
        1-3.抗ガン性抗生物質   
      2.化学構造研究 polioxinA,B の化学構造研究 磯野、丸茂、大熊 
      3.作用機作の研究   中村 
      4.合成研究   大熊、安斎 
      5.抗がん性物質のスクリーニング法の開発   川島 
昭和 41
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.ポリオキシンに関する研究   磯野、安斎 
      2.トリキュラミンの研究   旭 
      3.キサントサイジンの研究   旭 





抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   中村、旭、川島、永津 
      2.ポリオキシンに関する研究   磯野、旭 
      3.抗結核性抗生物質の研究   旭、安斎 




抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製   中村、旭、川島 
      2.ポリオキシンに関する研究   磯野、旭 
      3.その他の構造決定研究   安斎、旭 
昭和 44
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製   中村、旭、川島 
      2.ポリオキシンに関する研究   磯野 
      3.化学構造研究   安斎、旭 
      
4.かんきつ黒点病の防除に有用な新抗生
物質の研究 
（文部省試験研究 Ⅰ） 鈴木、磯野、安斎、旭 
昭和 45
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、旭、浦
本、川島、小日向 
      2.ポリオキシンに関する研究  2-1.ポリオキシン関連化合物の研究 磯野 
        2-2.ポリオキシンの化学変換の研究 磯野 
        2-3.ポリオキシン N,O の研究 浦本、磯野 
      3.化学構造に関する研究   旭、安斎 
      4.げっ歯類のリンパ管系の研究   川島 
昭和 46
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、旭、浦
本、小日向 
      2.ポリオキシンに関する研究   2-1.ポリオキシンアナローグの合成 磯野、浦本 
        2-2.ポリオキシン N,O の研究   
      3.化学構造に関する研究   旭、安斎 
昭和 47
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、旭、浦
本、小日向、林 
      2.ポリオキシンに関する研究 2-1.ポリオキシンの生合成の研究 磯野、浦本 
        2-2.ポリオキシン N,O の構造 浦本 
        2-3.ポリオキシンの改良に関する研究   
 iv 
      3.化学構造の研究   安斎、旭 
昭和 48
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、旭、浦
本、小日向 
      2.ポリオキシンに関する研究   磯野、浦本 
      3.化学構造の研究 3-1.ツベルシジンの化学変換 安斎 
        3-2.アーボマイシンの構造研究 旭 
        3-3.アクチノカルシンの構造研究 安斎 
昭和 49
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、木原、
小日向、林  
      2.ポリオキシンに関する研究   磯野 
      3.化学構造の研究   木原 
昭和 50
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、木原、
小日向、林 
      2.ポリオキシンおよびオクトシル酸の研究   磯野、安斎 
昭和 51
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、木原、
小日向、川合 
      
2.ポリオキシンおよびオクトシル酸の生合
成 
  磯野 
      
3.ポリオキシンおよびオクトシル酸の化学
変換 
  磯野 
      4.オクトシル酸の合成   安斎 
      5.ミニマイシンの生合成   磯野 
昭和 52
年 
抗生物質研究室 鈴木三郎 1.新抗生物質の探索、抽出精製研究   
中村、日下部、木原、
小日向、川合、鹿ノ戸 
      
2.ポリオキシンおよびオクトシル酸の生合
成 
  磯野 
      3.ポリオキシン N の化学構造に関する研究   浦本、鵜沢、磯野 
 v 
      4.核酸関連物質の含硫黄誘導体の合成   安斎 
      







抗生物質研究室 磯野 清 1.土壌微生物の分離と抗菌スクリーニング   日下部、平沢 
      2.新抗生物質生産菌の菌学的研究   中村 
      3.細胞壁合成阻害物質の研究 3-1.ネオポリオキシン類の単離と構造 浦本、小日向 
        3-2.リポペプチンの単離と性質 木原 
      4.抗腫瘍物質の研究   旭、木原、小日向 
      5.硫黄化合物の反応性に関する研究   安斎 




      
7.生理活性物質の生物および化学変換と
活性との相関の研究 
生物化学特定研究 C-1   
昭和 54
年 
抗生物質研究室 磯野 清 1.土壌微生物の分離と抗菌スクリーニング   日下部、平沢 
      2.新抗生物質生産菌の菌学的研究   中村 
      3.細胞壁合成阻害物質の研究 3-1.ネオポリオキシン類の単離と構造 浦本、小日向 
         3-2.リポペプチンの構造と作用 木原 




      4.新抗腫瘍物質アントラマイシンの研究   浦本、小日向 
      5.抗腫瘍物質の研究   木原 
      6.細胞分化誘導物質に関する研究   旭 
      7.キサントサイジンの結晶構造解析   旭 
 vi 
      
8.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその応用 
8-1.NMR スペクトルの依頼測定 鵜沢、千々松 
        






        8-3.NMR 測定技術の開発とその応用 鵜沢、浦本 




      
9.整理活性物質の生物及び化学変換と活
性の相関の研究 
特定研究 生物科学研究 C-1.   
昭和 55
年 
抗生物質研究室 磯野 清 
1.土壌微生物の分離と抗菌作用による選
別 
  日下部、平沢 
      2.新抗生物質生産菌の菌学的研究   中村 
      
３．少数属放線菌の分離とカチオノマイシ
ンの単離 
  中村 
      4.細胞壁合成阻害物質の研究   浦本、小日向 
      5.DNA 関連酵素阻害物質の研究   浦本 
      6.抗腫瘍物質の研究   旭、木原 
      
7.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその応用 
7-1.NMR スペクトルの依頼測定  千々松、鵜沢 
        7-2.NMR 測定技術の開発とその応用 鵜沢 
        7-3.アルキル-フェニル相互作用の研究 鵜沢 
昭和 56
年 
抗生物質研究室 磯野 清 
1.土壌微生物の分離と抗菌作用による選
別 
  日下部、村田 
      2.新抗生物質生産菌の菌学的研究   中村 
 vii 






      4.細胞壁合成阻害物質の研究   
浦本、小日向、里美、
西尾 
      5.DNA 関連酵素阻害物質 （微生物学研究室との共同研究） 浦本、西尾 
      6.抗腫瘍物質の研究   木原、旭、鈴木 
      7.スピンラベル核酸化合物の合成   安斎 
      
8.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその応用 
8-1.NMR スペクトルの依頼測定            千々松、鵜沢 
        8-2.測定技術の開発とその応用   
昭和 57
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory    
磯野 清 1.土壌微生物の分離、選別および分類   日下部、村田、土屋 
      2.動物薬抗生物質カチオノマイシンの研究   中村、生方 
      3.細胞壁合成阻害物質の研究   
浦本、小日向、生方、
西尾 
      4.DNA 関連酵素阻害物質の研究   浦本、西尾 
      5.抗腫瘍物質の研究   木原、旭、鈴木 
      
6.アデノシンのシクロヌクレオチド誘導体に
関する研究  
  安斎 
      
7.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその反応   
7-1.NMR スペクトルの依頼測定            鵜沢、千々松 
        7-2.測定技術の開発とその応用   
昭和 58
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory    
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.土壌微生物の分離、選別および分類      日下部、村田、土屋 
        1-2.細胞壁合成阻害物質の研究  浦本、庭野、美留町 
 viii 
        1-3.DNA 関連酵素阻害物質の研究  浦本、庭野、美留町 
        1-4.中国産微生物のつくる農業用抗生物質 
浦本、日下部、小日
向、戴 
        1-5.抗腫瘍物質の研究  
浦本、小日向、宮田、
小山 
      2．新生物活性物質の化学的研究 
2-1.糸状菌の細胞壁合成阻害物質ネオペプチン
の化学構造                        
浦本、生方 
        
2-2.イオノフォア抗生物質カチオノマイシンの生
合成    
浦本、鵜沢 
        2-3.カチオノマイシンの科学的誘導体 浜崎、生方 





        2-5.核酸塩基の反応性 安斎 
      3.新生物活性物質の生物学的研究 
3-1.新ヌクレオシド抗生物質アスカマイシンの作
用機構                           
長田 
        3-2.カチオノマイン生産菌の育種      長田 
      
4.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその応用   
4-1.NMR スペクトルの依頼測定            鵜沢、千々松 
        4-2.測定技術の開発とその応用    
昭和 59
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory   
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.土壌微生物の分離選別および分類       
日下部、村田、土屋、
Hermani 
        1-2.細胞壁合成阻害物質の研究           浦本、木村、美留町 
        1-3 抗腫瘍性抗生物質の研究   長田、須賀 
        1-4.中国産微生物のつくる農業用抗生物質  
浦本、日下部、小日
向、楊 
      2．新生物活性物質の化学的研究 2-1.カチオノマイシン誘導体のイオン輸送性と生 生方 
 ix 
物活性                           
        
2-2.ヌクレオシド抗生物質アスカマイシンの合成
研究        
生方 
        2-3.核酸塩基の反応性  安斎 
      3.新生物活性物質の生物学的研究 3-1.アスカマイシンの作用機作  長田 
      
4.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその応用  
4-1.NMR スペクトルの依頼測定            鵜沢、千々松 
        4-2.測定技術の開発とその応用    
昭和 60
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory   
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.土壌微生物の分離選別および分類       
日下部、村田、土屋、
周 
        
1-2.微生物の細胞表層構成成分の合成阻害物
質   
浦本、長田、小日向、
木村、角田 
        1-3 抗腫瘍物質の研究     長田、馬替、渡辺 
        1-4.中国産微生物のつくる農業用抗生物質 日下部、木原、成、周 
        1-5.抗菌性抗生物質の研究 浦本、Guce 
      2．新生物活性物質の化学的研究 
2-1.カチオノマイシンの側鎖アナログの合成と構
造活性相関                       
生方、赤間 
        2-2.カチオノマイシン微量成分の構造、生物活性 生方 
        
2-3.ヌクレオチド抗生物質アスカマイシンの全合
成とアミノ酸アナログの合成    
生方 
        2-4.サイトバリシンの生合成 木原、鵜沢 
        2-5.アルボペプチンの化学構造 及川、小日向 
        2-6.核酸塩基の反応性  安斎 
      3.新生物活性物質の生物学的研究 3-1.アスカマイシンの作用機作  長田、馬替、渡辺 
      
4.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発と応用  
4-1.NMR スペクトルの依頼測定            鵜沢、千々松 
 x 
        4-2.測定技術の開発とその応用  鵜沢、千々松 
昭和 61
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory    
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.土壌微生物の分離選別および分類       日下部、土屋、今橋 
        
1-2.微生物の細胞表層構成成分の合成阻害物
質   
浦本、長田、木原、小
日向、根岸、角田 
        1-3.農業用抗生物質   浦本、金 
        1-4.中国産放線菌のつくる農業用抗生物質  木原、成 
        1-5.インドネシア産放線菌のつくる抗真菌物質  木原 
        1-6.動物細胞の増殖、分化の制御物質 
長田、馬替、安、渡辺、
角田 
      2．新生物活性物質の化学的研究 2-1.リポシドマイシンの構造研究            生方、野口 
        
2-2.プロリルスルファモイル-５-フルオロ-2'-デオ
キシウリジンの合成     
生方、小山 
        2-3.核酸塩基の反応性  安斎 
      3.新生物活性物質の生物学的研究 3-1.リポ多糖（LPS）合成阻害剤の研究        長田、根岸、角田 
        3-2.アスカマイシンの作用機作    長田、馬替、渡辺、官 
        3-3.トウトマイシンの動物細胞に対する作用  馬替 
      
4.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発およびその応用 
4-1.NMR スペクトルの依頼測定            千々松、鵜沢 
        4-2.測定技術の開発とその応用  鵜沢、安斎 
昭和 62
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory   
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.土壌微生物の分離および分類         
日下部、土屋、今橋、
中田 
        1-2.リポ多糖（LPS）合成阻害剤のスクリーニング
長田、根岸、角田、今
橋 
        1-3.農業用抗生物質  浦本、新家 
 xi 
        1-4.中国産放線菌の生産する農業用抗生物質 浦本、木原、成、応 
        1-5.動物細胞の増殖・分化の制御物質 
長田、安、園田、渡邉、
角田 
      2．新生物活性物質の化学的研究 2-1.リポシドマイシン B および C の構造       生方、瀬谷 
        2-2.トウトマイシンの構造  生方、成、三石 




        2-4.核酸化合物の反応性に関する研究      安斎 
      3.新生物活性物質の作用機構の研究  3-1.サインジバマイシンの作用機構の研究     
長田、馬替、園田、角
田、渡辺 
        
3-2.抗生物質の作用機構に関与する酵素遺伝
子の研究      
長田、宮、Ajon 




      
4.NMR スペクトルの依頼測定と測定技術
の開発と応用 
4-1.NMR スペクトルの依頼測定            鵜沢、千々松 
        4-2.測定技術の開発とその応用  鵜沢、千々松 







抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory   
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.微生物の分離および分類             
日下部、土屋、今橋、
高 
        1-2.動物細胞の増殖、分化の制御物質   小日向 
        1-3.農業用抗生物質 
長田、園田、高橋、西、
角田 
      2．新生物活性の化学的研究 2-1.リポシドマイシンの構造               生方、Spada、瀬谷、小
 xii 
山、吉田 
        2-2.トウトマイシンの構造   生方、成 
        2-3.トウトマイセチンの構造 生方、成 
        2-4.ホスミドシンの構造   浦本 
        2-5.ホスファゾマイシン C の構造  浦本、富谷 
        2-6.RS-10 物質の構造 木原 
        2-7.エピデルスタチンの構造 長田、園田 
        
2-8.プロテインキナーゼ C 阻害物質 RK-286 の構
造  
長田、高橋 
      3.新生物活性物質の作用機構の研究   3-1.トウトマイシンの作用                長田、西、角田 
        3-2.エピデルスタチンの作用  長田、園田、西、角田 






抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory    
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.動物細胞の増殖、分化の制御物質の探索   
長田、園田、高橋、三
浦、西、鈴木、矢野 
        1-2.農業用抗生物質 小日向 
      2．新生物活性物質の化学的研究 2-1.アクチケタールの構造               長田、園田 
        
2-2.ヒト白血病細胞の増殖阻害物質 RK-1441 A 
と B の構造    
長田 
        2-3.リポシドマイシンの立体配位と合成 生方、Spada 
        2-4.トウトマイシンの構造  生方、成 
        2-5.トウトマイセチンの構造 生方、成 
        2-6.RP-265 物質の構造 木原 
      3.新生物活性物質の作用機構の研究   3-1.トウトマイシンの作用                長田 
        3-2.エピデルスタチンの作用 長田、園田、西 
 xiii 
        3-3.RK-1441 A と B の作用  長田、矢野、石鍋 
        3-4.RK-286C の作用 長田、高橋、三浦 
平成 2 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory     
磯野 清 1.新生物活性物質の探索研究 1-1.微生物の分離、培養と抗菌試験         
長田、鈴木、三浦、矢
野辰、矢野順 




        1-3.農業用抗生物質  木原、小日向 
      2．新生物活性物質の化学的研究 2-1.リベロマイシンの構造                長田、越野、高橋 
        2-2.プロテインキナーゼ C 阻害剤の構造     長田、越野、佐竹 
        2-3.トウトマイシンの立体構造  生方、成 
        2-4.レスピノマイシン A1 の構造  生方 
      3.新生物活性物質の作用機構の研究     
長田、佐々木、小野
瀬、矢野 
平成 3 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory    
磯野 清  1.新生物活性物質の探索研究 1-1.微生物の分離、培養と抗菌試験         
長田、小日向、Lami、
三浦、矢野、畠中 




        1-3.農業用抗生物質に関する日中共同研究 
長田、木原、小日向、
越野、陶 
      2．新生物活性物質の化学的研究 2-1.リベロマイシン B,C,D の構造           長田、越野、天野 
        
2-2.プロテインキナーゼ C 阻害剤  RK-1409B
の構造    
長田、越野、天野 
        2-3.レスピノマイシン A2,B,C,D の構造 生方 
 xiv 
        2-4.トウトマイシンの絶対構造  生方 
        2-5.キサントスタチンの絶対構造 生方、金 
        2-6.エピデルスタチンの絶対配置  生方 
        2-7.エピデルスタチンの合成 生方、肥沼 
      3.新生物活性物質の作用機構の研究     長田、小野瀬 
平成 4 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory   
長田 裕之 1.新規生物活性物質の探索研究 1-1.微生物の分離、培養と抗菌試験         小日向、Lami、小野瀬 
        1-2.動物細胞の増殖、分化の制御物質の探索  
生方、小日向、小野
瀬、矢野、木下 
        
1-3.中国産微生物の生産する生活活性物質の
探索      
木原 
      2．新規生物活性物質の化学的研究 2-1.RK-634 の化学構造                小日向 
        2-2.RK-397 の単離と構造決定   小日向 
        2-3.アルボペプチン B の化学構造 小日向 
        2-4.トウトマイシンの C-23 位の絶対配置 生方 
        2-5.トウトマイシンの構造－活性相関   生方、西山 
        2-6.エピデルスタチンおよび類縁体の合成研究 生方、Radha 
      3.新規生物活性物質の作用機構の研究  3-1.Reveromycin A の研究               小野瀬 




平成 5 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory   




        
1-2.中国産微生物が生産する生活活性物質の
探索   
生方、小日向、白石 
 xv 





        1-4.新規生物活性物質 RK－75 の生産菌の同定 小日向 
      2．新規生物活性物質の化学的研究 2-1.Reveromycin A の絶対立体配置         生方 
        2-2.Tautomycin の立体配置 生方 
        2-3.Epiderstatin 類縁体の合成研究  生方、Radha 
        
2-4.中国産微生物の生産する農業用抗生物質
の化学構造                  
木原 
      3.新規生物活性物質の作用機構の研究  3-1.アスカマイシンの作用機作の研究        須藤、篠原 
        3-2.Reveromycin の細胞内標的の探索    須藤、篠原 




        
3-4.セリン／スレオニンおよびチロシンホスファタ
ーゼ阻害剤のスクリーニング系の構築   
須藤、濱口、小野瀬 
平成 6 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory  




        1-2.新規生物活性物質生産菌の同定  小日向、生方、森田 





        1-4.微生物の大量培養 生方、福永 
        1-5.抗アレルギー物質の探索 木原、高橋 
      2．新規生物活性物質の化学的研究 2-1.新規抗真菌抗生物質 RS-22A,B,C の構造   生方、森田 
 xvi 
        2-2.スパロキソマイシン A1,A2 の構造 生方、森田 
        2-3.デスメチルホスミドシン 松浦 
        2-4.エポラクタエンの単離と構造決定  掛谷 
        2-5.エピデルスタチンアナログの合成研究 生方、Rani、崔 
      
3.新規生物活性物質の作用機構の研究   
生理活性物質の作用機作の研究 
3-1.アスカマイシンの作用機構の研究        須藤、篠原 
        3-2.細胞周期阻害剤ファクツマイシンの研究 矢野、濱口、小野瀬 








        3-5.スパロキソマイシン A2 の研究  掛谷、生方、森田 
        3-6.神経細胞分化誘導物質の探索系の構築 掛谷 
平成 7 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory  
長田 裕之 1.新規生物活性物質の探索研究 1-1.微生物の分離、培養と抗菌試験         
小日向、掛谷、崔、小
野瀬、張、森田 
        1-2.動物細胞の増殖、分化の制御物質の探索   
掛谷、崔、張、小野瀬、
小野沢、森田 
        
1-3.細胞接着分子発現抑制物質および抗菌活
性物質の探索   
木原、岡 
        1-4.チロシンホスファターゼ阻害物質の探索研究 鏡園、丸 
      2．新規生物活性物質の化学的研究 2-1.シトリニンメトシキド                 掛谷、森田 
        2-2.細胞周期阻害剤  崔、掛谷、小野瀬 
      3.新規生物活性物質の作用機構の研究  3-1.アスカマイシンの作用機構に関する研究    須藤、篠原 
        
3-2.エポラクタエン、およびエポラクタエン類縁化
合物の生物活性     
掛谷、小野沢 
        3-3.リベロマイシンの作用機構の解析   臼井 
 xvii 
        3-4.ホスミドシンの作用機構の研究   掛谷、Liu 




平成 8 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory 
長田 裕之 1.新規生物活性物質の探索研究 1-1.微生物の分離、培養と活性試験         小日向、掛谷、青木 
        1-2.動物細胞の制御物質の探索    
掛谷、小日向、崔、張、
小野瀬、小野沢、森下 
        
1-3.細胞接着分子発現抑制物質および抗菌活
性物質の探索   
木原、山内 
        1-4.チロシンホスファターゼ阻害物質の探索  鏡園、増田 
      2．新規生物活性物質の化学的研究 
2-1.トリプロスタチン、スピロトリプロスタチンおよ
びシクロトリプロスタチンに関する研究        
崔、掛谷 
        2-2.RKS-1778  掛谷、小野沢、森下 
        2-3.テルペプチンに関する研究 鏡園 
        2-4.RK682 の構造活性相関に関する研究  鏡園 
        2-5.サイトトリエニン A,B 張、掛谷 
        2-6.抗ファージ物質の単離  金、掛谷 
      3.新規生物活性物質の作用機構の研究  3-1.神経細胞の情報伝達物質系に関する研究   
掛谷、八尾、小野沢、
吉原 
        3-2.ホスミドシンの作用機構に関する研究   掛谷、小野瀬、小野沢 




        3-4.サイトトリエニン類の生物活性に関する研究 
掛谷、小野瀬、小野
沢、張 
        3-5.トリプロスタチンの作用機構解析  臼井、近藤 
        3-6.ホスファゾマイシンの作用機構解析  臼井 
 xviii 
        3-7.リベロマイシンの作用機作の解析  臼井、篠原、板垣 




平成 9 年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory 
長田 裕之 1.新規細胞機能調整物質の探索研究  1-1.微生物の分離と活性試験             小日向、掛谷、小野瀬 
        1-2.新規バイオプローブのスクリーニング  植木、掛谷、山田 








研究                             
掛谷、張、小野瀬、小
野沢 
        2-2.免疫調整物質サイトキサゾンに関する研究  掛谷、森下 
        2-3.MAPkinase(ERK1/2)阻害剤の探索研究 
掛谷、植木、森下、小
野沢 












      3.新規細胞機能調整物質の分子標的研究 3-1.微小管作用薬の作用機構解析          臼井、近藤 
        
3-2.PTP/DSP 脱リン酸化阻害剤 RK-682 の作用
機構解析  
臼井 
        
3-3.PP2A 特異的阻害剤 Phoslactomycin 類の解
析  
臼井 
        
3-4.酵母を用いた MAPkinase cascade 阻害剤の
探索   
臼井、大綱 
 xix 
      4.分子細胞生物学的研究 
4-1.細胞内シグナル伝達におけるｐ38kinase の
機能解析                          
須藤 
        4-2.リン酸化塩基性アミノ酸に対する特異抗体 大森 
        
4-3.タンパク質中の塩基性アミノ酸リン酸化酵素
の精製と性状   
大森、佐藤 










抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory 
長田 裕之 1.新規細胞機能調整物質の探索研究  1-1.微生物の分離と活性試験             植木、小野瀬、本多 
        1-2.新規バイオプローブのスクリーニング    
植木、掛谷、臼井、本
多、佐藤、小野瀬 
        
1-2-1..ｐ53 タンパク質依存的細胞死を誘導する
物質の探索        
植木、掛谷、佐藤 
        1-2-2.MAPkinase カスケード物質の探索研究  
植木、臼井、佐藤、本
多 








構の解析                          
富樫、掛谷、森下 
        
2-2.環状デプシペプチド destruxin の神経分化誘
導作用の研究    
小野瀬、掛谷、森下 
      3.新規細胞機能調整物質の分子標的研究 3-1.微小管作用薬の作用機構解析          
臼井、寺崎、
Schmauder、福井  
        3-2.PTP/DSP 脱リン酸化阻害剤 RK-682 の阻害 臼井 
 xx 
機構の解析      
        
3-3.PP2A 特異的阻害剤 Phoslactomycin 類の作
用機構解析  
臼井 








機能解析                          
須藤、丸山 
        
4-2.MT-21 によるヒト白血病細胞のアポトーシス
誘導機構に関する研究      
渡部 





        4-4.リン酸化塩基性アミノ酸に対する特異抗体 大森 
平成 11
年 
抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory 
長田 裕之 1.新規細胞機能調整物質の探索研究  1-1.微生物の分離と活性試験             植木、本多、宮本 
        
1-2.ｐ53 タンパク質依存的細胞死を誘導する物
質の探索   
植木、佐藤、小野瀬 





        1-4.酵母 MAPkinase カスケード物質の探索研究  
植木、臼井、本多、宮
本 
        1-5.生理活性物質の単離と構造決定 
植木、高、風間、本多、
池野 








作用機構解析                       
掛谷 
 xxi 
        2-2.テロメレース阻害剤に関する研究 富樫 
      3.新規細胞機能調整物質の分子標的研究 3-1.微小管作用薬の作用構造解析          臼井、福井 
        3-2.脱リン酸化阻害剤 RK-682 の阻害機構解析 臼井 








機能解析解析                       
須藤、丸山 
        
4-2.アポトーシス誘導剤 MT-21 の capase 活性化
機構に関する研究    
渡部 
        
4-3.微小管重合阻害剤が誘導するアポトーシス
の機構解析    
清水 






抗生物質研究室     
Antibiotics 
Laboratory 
長田 裕之 1.新規細胞機能調整物質の探索研究  1-1.微生物の分離と活性試験             植木、宮谷、宮本 
        1-2.細胞周期阻害物質の単離と構造決定   植木、風間、本多 
        1-3.ｐ21 プロモータ活性物質の探索研究  植木、Nie、照屋 








る研究                           
掛谷、影山、Nie 
        2-2.アポトーシス抑制物質に関する研究 
掛谷、三宅、影山、小
野瀬 
        
2-3.新規血管新生阻害剤、血管新生促進剤に関
する研究           
掛谷、高、池野、小野
瀬 
      3.分子標的に関する研究 3-1.微小管作用薬の作用構造解析          臼井、中澤 
 xxii 




        
3-3.新規 CDK 阻害タンパク質ｐ21 発現誘導促進
物質の探索  
Nie 








機能解析                         
須藤、丸山、矢ヶ崎 
        
4-2.培養ヒトがん細胞における Plk 遺伝子の変異
と Plk タンパク質の不安定化   
清水 
















1-1.微生物の分離                    
植木、木原、風間、宮
谷 




        1-3.放線菌からの遺伝クローニング 植木 
        
1-4.ESI-MS/MS を用いた微生物代謝産物の迅
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